
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○

4

スピーチで自分を伝える ・自分の意見を大勢の聞き手にわかりやすく
伝えるスピーチの方法を理解し、実践する。
・他の人のスピーチを聞き取り、評価する方
法を学ぶ。

・進んで材料を集めたり吟味したりし、今までの学習を生か
してスピーチを行おうとしている。
・進んで表現や話し方を工夫し、今までの学習を生かして効
果的に話そうとしている。
・積極的にスピーチを聞き、評価シートを活用して評価しよ
うとしている。

水の東西（山崎正和）
評論のしるべ

・東西の対比関係を用いながら、日本の水文
化に見られる特徴について論じる叙述の方法
を把握する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるように、
根拠の示し方や説明の仕方を工夫する。

○ ○ ○

・情報と情報を対比させながら展開する評論を粘り強く読
み、学習課題に沿って論理の展開を分析しようとしている。
・個別の情報を一般化する筆者の論理について自分の考えを
もち、表現を工夫してまとめようとしている。
・水を用いた芸術や仕掛けについて積極的に題材を探し、表
現の仕方を工夫して説明しようとしている。 ○ ○ ○ 12

○ ○ ○ 4

話し方の工夫 ・話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。
・相手・目的・場面に応じた言葉遣いを理
解する。
・相手により伝わりやすい表現方法を理解
する。 ○

・積極的に話し言葉と書き言葉の違いを理解し、学習課
題に沿って話し合おうとしている。
・積極的に場の状況に応じて言葉遣いを選び、学習課題
に沿って使おうとしている。
・積極的に婉曲的な表現を用い、学習課題に沿って使お
うとしている。
・積極的に伝わりやすい表現を考え、学習課題に沿って
説明や発表をしようとしている。

○ ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

前
期

待遇表現 ・敬語表現を意識した言葉遣いを理解する。
・敬語表現が選択される視点を理解する。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

1

後
期

10

情報の探索と選択 ・必要な情報を探す方法を理解する。
・情報の信頼性や妥当性の吟味の仕方を理解
する。
・情報の探索と選択を実践できるようにな
る。

○

・進んで情報探索の重要性を理解し、学習課題に沿って情報
を探そうとしている。
・進んで情報の信頼性や妥当性を確かめ、学習の見通しを
もって吟味しようとしている。
・情報の妥当性を具体的に検討し、学習課題に沿って情報を
探そうとしている。

○ ○ ○ 4

○ ○

定期考査 ○

無彩の色（港千尋）
評論のしるべ

・ネズミ色のイメージをマイナスからプラス
に転じる論展開と、筆者が論拠としてあげる
事例を把握する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるように、
根拠の示し方や説明の仕方を工夫する。
・日本文化について述べた文章を読み、自分
の意見や考えを論述する。
・調べたことを整理して、説明資料にまとめ
る。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情
報との関係を理解する。
・読書の意義と効用を理解する。

定期考査

合計

60

　多文化共生社会に必要な国語の知識や技能を身に付けてい
る。

　「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の
各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに
想像したりする力を伸ばし、他者や多文化共生社会との関わ
りの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深
めたりしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

1

・相手や場に応じた表現が選択できるようになる。
・積極的に敬語表現を理解し、学習課題に沿って使おうとし
ている。 ○

定期考査 ○ ○

定期考査

【学びに向かう力、人間性等】

　言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見
方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値へ
の認識を深めようとしているとともに、自己を向上させよう
としている。

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 多文化共生社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 現代の国語 2

態

現代の国語国語

第一学習社「高等学校 現代の国語」

国語

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言葉を通して他者や多文化共生社会に関わろうとする態度を養う。

○ ○ 12

○ ○ ○

・例示された個別の情報を具体的に検証し、筆者の考えとの
関係を説明しようとしている。
・本文で例示された「茶の湯」と「千利休」について調べた
ことを進んで報告し、自分の考えを深めようとしている。

○ ○ ○

4

1

○

論理的に考える力や想像したりする力を伸ばし、多文化・他者との関わりの中で自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

10

水の東西（山崎正和）
評論のしるべ

・東西の対比関係を用いながら、日本の水文
化に見られる特徴について論じる叙述の方法
を把握する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるように、
根拠の示し方や説明の仕方を工夫する。

○ ○ ○

・個別の情報を一般化する筆者の論理について自分の考えを
もち、表現を工夫してまとめようとしている。
・水を用いた芸術や仕掛けについて積極的に題材を探し、表
現の仕方を工夫して説明しようとしている。

○

○ 1

「本当の自分」幻想（平野啓一郎）
評論のしるべ

・主題に至る論の構造を把握し、主張に説得
力を持たせるための論の展開について考え
る。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈する。
・自分の考えが的確に伝わるように、根拠の
示し方を工夫する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主張と論拠、推論など、情報と情報との関
係を理解する。
・読書の意義と効用を理解する。

・情報と情報を対比させながら展開する評論を粘り強く読
み、学習課題に沿って論理の展開を分析しようとしている。
・個別の情報を一般化する筆者の論理について自分の考えを
もち、表現を工夫してまとめようとしている。

○ ○ ○ ○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ ○

8

訓読に親しむ ・漢文を訓読するための基礎知識として、返
り点の種類と使い方を習得する。
・漢文を訓読するための基礎知識として、助
字のはたらきと意味を習得する。
・漢文を訓読するための基礎知識として、再
読文字の種類と読み方を習得する。

言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・「読むこと」において、文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。
・故事成語や格言の量を積極的に増やし、漢文が我が国の言
語文化と不可分の関係にあることを理解しようとしている。

枕草子 ・自由に記述された随筆を読んで、当時の
人々の生活感覚や興味の対象を知り、ものの
見方・考え方を理解する。
・随筆という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・「歴史の窓」と読み合わせて、作品の歴史
的・文化的背景を理解する。

○ ○

・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語
のきまりや古典特有の表現などについて理解を深めている。
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。
・学習の見通しをもって随筆のさまざまな文体や取り上げら
れた対象に触れ、進んで解釈を深めようとしている。
・作品に表れたものの見方・考え方や美意識を積極的に理解
し、学習課題に沿って自分の考えを伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 10

○ ○ ○ 6

とんかつ（三浦哲郎）
文学のしるべ

・謎の母子の登場に始まる話の構成と展開
を理解し、せりふや行動から人物像と心情
を読み取る。
・小説という文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開などを的確に捉える。
・作品に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、内容を解釈する。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

○ ○

・冒頭から母子の滞在の目的がわかるまでを注意深く読
み、構成と展開の工夫について批評している。
・叙述を基に人物像や心情を捉え、学習課題に沿ってま
とめようとしている。

○ ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

前
期

なよ竹のかぐや姫 ・現代まで受け継がれる物語の読み取りを通
して、古文の世界への親しみを深める。
・作り物語という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・主として動詞の活用について、文語のきま
りを理解する。

○ ○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

1
後
期

12

「祭り」をテーマに随筆を書く ・我が国の伝統文化に関する題材を選んで、
随筆に書き表す。

○ ○

・我が国の言語文化の特質について理解している。
・「書くこと」において、自分の体験や思いが効果的に伝わ
るよう、文章の種類、構成、展開や、文体、描写、語句など
の表現の仕方を工夫している。
・「祭りの笛」を振り返り、構成や表現に工夫を凝らして随
筆を書こうとしている。

○ ○ ○ 5

○ ○

定期考査 ○

羅生門（芥川龍之介） ・下人の行動や心理をもとに場面の展開を捉
え、老婆の語る論理が下人の決断に与えた影
響を読み取る。
・小説という文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などを的確に捉える。
・作品に表れているものの見方、感じ方、考
え方を捉え、内容を解釈する。
・作品の成立した背景を踏まえて、内容の解
釈を深める。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・読書の意義と効用を理解する。

定期考査

合計

61

　多文化共生社会に必要な国語の知識や技能を身に付け、ま
た、生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に
付けている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考
える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、
他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考え
を広げたり深めたりしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

1

言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語
のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理解
を深めている。
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。
仮名物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って伝奇性や心情
描写の特色を捉えようとしている。
・用言の活用について理解し、学習の見通しをもって正格活
用動詞の活用表を作成しようとしている。

○

定期考査 ○ ○

定期考査

【学びに向かう力、人間性等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見
方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値へ
の認識を深めようとしているとともに、読書に親しむことで
自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もとうとしている。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 多文化共生社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 現代の国語 2

態

言語文化国語

第一学習社「高等学校 　標準言語文化」

国語

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言葉を通して他者や多文化共生社会に関わろうとする態度を養う。

○ ○ 6

○ ○ ○

・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それらの文
化的背景について理解を深め、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。
・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用に
ついて理解を深めている。
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開などについて叙述を基に的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。
・登場人物の行動や心理を粘り強く読み解き、内容や展開を
捉えようとしている。
・老婆の語る論理を、叙述を基に読み解き、下人がどのよう
に判断したか、説明しようとしている。

○ ○ ○

10

1

○

論理的に考える力や想像したりする力を伸ばし、多文化・他者との関わりの中で自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

8

古文の学習
〔古典のしるべ〕平仮名の誕生

・我が国の言語文化についての理解を深める
ために、古典の世界に親しむことの意義を知
る。
・「古典のしるべ」を活用し、時間の経過に
よる文字の変化について理解する。 ○ ○

・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあるこ
とを理解している。
・時間の経過等による文字の変化について理解を深めてい
る。
・「読むこと」において、文章の内容や解釈を踏まえ、自分
のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化に
ついて自分の考えをもっている。
・我が国の言語文化に興味・関心を深めている。

○

○ 1

道程（高村光太郎） ・近代詩の鑑賞のしかたを理解し、作品に示
された作者の思いを読み取る。
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を解釈する。
・近代詩の表現の技法とその効果について理
解する。

・作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内
容を解釈している。
・繰り返し音読し、積極的に詩のリズムを理解しようとして
いる。
・詩の展開や表現の仕方を吟味し、進んで作者の思いを読み
取ろうとしている。

○ ○ ○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

後
期

定期考査

○ ○ 1

日本経済の特質と国民生活
【知識及び技能】
多様な契約及び消費者の権利と責
任，職業選択，雇用と労働問題，少
子高齢社会における社会保障の充
実・安定化などに関わる現実社会の
事柄や課題を基に，公正かつ自由な
経済活動を行うことを通して資源の
効率的な配分が図られること，市場
経済システムを機能させたり国民福
祉の向上に寄与したりする役割を政
府などが担っていること及びより活
発な経済活動と個人の尊重を共に成
り立たせることが必要であることに
ついて理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
自立した主体として解決が求められ
る具体的な主題を設定し，合意形成
や社会参画を視野に入れながら，そ
の主題の解決に向けて事実を基に協
働して考察したり構想したりしたこ
とを，論拠をもって表現させる。

【学びに向かう力、人間性等】
現代の諸課題を主体的に解決しよう
としている。

・歴史的な事象が日本経済に与えた
影響を，統計資料を基に考える。

・人口減少社会と格差・貧困が経済
に与える影響を考える。

・経済の二重構造に注目して日本経
済のあり方を考える。

・コメの生産と輸入との関係につい
て考える。

・農業の自由化を背景として改革が
進められている農政について考え
る。

・消費者行政の内容を知り，契約の
権利と責任の関係を考える

・労働法の整備状況や，職場の人権
保障について考える。

・日本の社会保障制度のしくみは，
どのようになっているか考える。

【知識・技能】
多様な契約及び消費者の権利と責任，職業選
択，雇用と労働問題，少子高齢社会における社
会保障の充実・安定化などに関わる現実社会の
事柄や課題を基に，公正かつ自由な経済活動を
行うことを通して資源の効率的な配分が図られ
ること，市場経済システムを機能させたり国民
福祉の向上に寄与したりする役割を政府などが
担っていること及びより活発な経済活動と個人
の尊重を共に成り立たせることが必要であるこ
とについて理解している。

【思考・判断・表現】
自立した主体として解決が求められる具体的な
主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入
れながら，その主題の解決に向けて事実を基に
協働して考察したり構想したりしたことを，論
拠をもって表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的
な考察や深い理解を通して，多様な契約及び消
費者の権利と責任，職業選択，雇用と労働問
題，少子高齢社会における社会保障の充実・安
定化などに関わる現実社会の事柄や課題といっ
た現代の諸課題を主体的に解決しようとしてい
る。

○ ○ ○ 7

社会の変化や科学技術の進展に即した必要な知識・技能を身に着けようとする。

よりよい社会の実現を視野に、現代社会の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養うとと
もに、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協
力し合うことの大切さについての自覚などを深
める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

考察・選択・判断のための手掛かりとなる概
念・理論を理解し、諸資料から必要な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて、事実を基に
多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論する力を養う。

『公共』　実教出版

公民

社会的事象等の意味や特色など、相互の関連を考察して社会に見られる課題を把握・解決に向けて構想できるようにする。

主権者として、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

公民 公共 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 思

公民 公共

知

12

○

8

定期考査

○

○ ○

前
期

日本国憲法の基本的性格
【知識及び技能】
憲法が保障する、権利や自由などに
ついての基本事項を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
社会の諸課題に関わる資料から、必
要な情報を適切に読み取り、まとめ
る技能を身に付けさせる。

【学びに向かう力、人間性等】
現代の諸課題を主体的に解決しよう
としている。

・日本国憲法はどのように成立した
か経過について理解する。
・日本国憲法の三大基本原理は憲法
にどのように規定されているのか。
・憲法で保障されている自由権の内
容は，どのようなものだろうか。
・平等に生きる権利は、日本国憲法
にどのように定められているか。
・新しい人権について理解する。
・人権と人権が衝突した場合、どの
ように調整すべきなのだろうか。

【知識・技能】
現実社会の諸課題に関わる諸資料から、必要な
情報を適切かつ効果的に収集、読み取り、まと
める技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
具体的な主題を設定し、その主題の解決に向け
て事実を基に協働して考察したり構想したりし
たことを、論拠をもって表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
多面的・多角的な考察や深い理解を通して、現
実社会の事柄や課題といった現代の諸課題を主
体的に解決しようとしている。

○

○

日本の政治機構と政治参加
【知識及び技能】
法や規範に基づいて各人の意見や利
害を公平・公正に調整し、社会の秩
序が形成、維持されていくことにつ
いて理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
合意形成や社会参画を視野に入れな
がら、諸課題の解決に向けて事実を
基に協働して考察したり構想したり
したことを、論拠をもって表現させ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
現代の諸課題を主体的に解決しよう
としている。

1

現代の経済社会
【知識及び技能】
雇用と労働問題，財政及び租税の役
割，少子高齢社会における社会保障
の充実・安定化，市場経済の機能と
限界，金融の働きなどに関わる現実
社会の事柄や課題を基に，公正かつ
自由な経済活動を行うことを通して
資源の効率的な配分が図られるこ
と，市場経済システムを機能させた
り国民福祉の向上に寄与したりする
役割を政府などが担っていること及
びより活発な経済活動と個人の尊重
を共に成り立たせることが必要であ
ることについて理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
自立した主体として解決が求められ
る具体的な主題を設定し，合意形成
や社会参画を視野に入れながら，そ
の主題の解決に向けて事実を基に協
働して考察したり構想したりしたこ
とを，論拠をもって表現させる。

【学びに向かう力、人間性等】
現代の諸課題を主体的に解決しよう
としている。

・経済的な効率性と公平性の対立関
係について考える。

・需給曲線を通して市場メカニズム
を考える。

・市場の効率性と公平性はどのよう
に調整されるべきか考える。

・企業の役割と社会的責任について
考える。

・経済成長と私たちの豊かな生活に
ついて考える。

・金融を通した経済活動の活性化に
ついて考える。

・財政の持つ様々な役割について考
える。

・納税者としての立場から租税の在
り方について考える。

【知識・技能】
雇用と労働問題，財政及び租税の役割，少子高
齢社会における社会保障の充実・安定化，市場
経済の機能と限界，金融の働きなどに関わる現
実社会の事柄や課題を基に，公正かつ自由な経
済活動を行うことを通して資源の効率的な配分
が図られること，市場経済システムを機能させ
たり国民福祉の向上に寄与したりする役割を政
府などが担っていること及びより活発な経済活
動と個人の尊重を共に成り立たせることが必要
であることについて理解している。

【思考・判断・表現】
自立した主体として解決が求められる具体的な
主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入
れながら，その主題の解決に向けて事実を基に
協働して考察したり構想したりしたことを，論
拠をもって表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的
な考察や深い理解を通して，雇用と労働問題，
財政及び租税の役割，少子高齢社会における社
会保障の充実・安定化，市場経済の機能と限
界，金融の働きなどに関わる現実社会の事柄や
課題といった現代の諸課題を主体的に解決しよ
うとしている。

○

定期考査

○ 10

配当
時数

○

・国会の役割や権限について理解す
る。
・司法制度のあり方や司法参加の意
義について理解する。
・地方自治の本旨や住民の権利につ
いて理解する。
・日本の政党政治や選挙制度の特徴
と課題について理解する。
・マス･メディアや市民運動の意義
について理解する。

【知識・技能】
現実社会の諸課題に関わる諸資料から、必要な
情報を適切かつ効果的に収集し、読み取り、ま
とめる技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
合意形成や社会参画を視野に入れながら、諸課
題の解決に向けて事実を基に協働して考察した
り構想したりしたことを、論拠をもって表現し
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
多面的・多角的な考察や深い理解を通して、政
治参加や地方自治などの課題を主体的に解決し
ようとしている。

○ ○

○ ○ 1

態



○ ○ 1

後
期

日本経済の特質と国民生活
【知識及び技能】
多様な契約及び消費者の権利と責
任，職業選択，雇用と労働問題，少
子高齢社会における社会保障の充
実・安定化などに関わる現実社会の
事柄や課題を基に，公正かつ自由な
経済活動を行うことを通して資源の
効率的な配分が図られること，市場
経済システムを機能させたり国民福
祉の向上に寄与したりする役割を政
府などが担っていること及びより活
発な経済活動と個人の尊重を共に成
り立たせることが必要であることに
ついて理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
自立した主体として解決が求められ
る具体的な主題を設定し，合意形成
や社会参画を視野に入れながら，そ
の主題の解決に向けて事実を基に協
働して考察したり構想したりしたこ
とを，論拠をもって表現させる。

【学びに向かう力、人間性等】
現代の諸課題を主体的に解決しよう
としている。

・歴史的な事象が日本経済に与えた
影響を，統計資料を基に考える。

・人口減少社会と格差・貧困が経済
に与える影響を考える。

・経済の二重構造に注目して日本経
済のあり方を考える。

・コメの生産と輸入との関係につい
て考える。

・農業の自由化を背景として改革が
進められている農政について考え
る。

・消費者行政の内容を知り，契約の
権利と責任の関係を考える

・労働法の整備状況や，職場の人権
保障について考える。

・日本の社会保障制度のしくみは，
どのようになっているか考える。

【知識・技能】
多様な契約及び消費者の権利と責任，職業選
択，雇用と労働問題，少子高齢社会における社
会保障の充実・安定化などに関わる現実社会の
事柄や課題を基に，公正かつ自由な経済活動を
行うことを通して資源の効率的な配分が図られ
ること，市場経済システムを機能させたり国民
福祉の向上に寄与したりする役割を政府などが
担っていること及びより活発な経済活動と個人
の尊重を共に成り立たせることが必要であるこ
とについて理解している。

【思考・判断・表現】
自立した主体として解決が求められる具体的な
主題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入
れながら，その主題の解決に向けて事実を基に
協働して考察したり構想したりしたことを，論
拠をもって表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的
な考察や深い理解を通して，多様な契約及び消
費者の権利と責任，職業選択，雇用と労働問
題，少子高齢社会における社会保障の充実・安
定化などに関わる現実社会の事柄や課題といっ
た現代の諸課題を主体的に解決しようとしてい
る。

○ ○ ○ 7

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

後
期

定期考査

○ ○ 1

・我が国をはじめ世界で見られる自
然災害や生徒の生活圏で見られる自
然災害を基に，地域の自然環境の特
色と自然災害への備えや対応との関
わりとともに，自然災害の規模や頻
度，地域性を踏まえた備えや対応の
重要性などについて理解させる。
・様々な自然災害に対応したハザー
ドマップや新旧地形図をはじめとす
る各種の地理情報について，その情
報を収集し，読み取り，まとめる地
理的技能を身に付けさせる。
・地域性を踏まえた防災について，
自然及び社会的条件との関わり，地
域の共通点や差異，持続可能な地域
づくりなどに着目して，主題を設定
し，自然災害への備えや対応などを
多面的・多角的に考察し，表現させ
る。

第２章
・生活圏の調査を基に，地理的な課
題の解決に向けた取組や探究する手
法などについて理解させる。
・生活圏の地理的な課題について，
生活圏内や生活圏外との結び付き，
地域の成り立ちや変容，持続可能な
地域づくりなどに着目して，主題を
設定し，課題解決に求められる取組
などを多面的・多角的に考察，構想
し，表現させる。

日本の自然環境
地震・津波
地震・津波への対策
雪害・高温と対策
火山災害と対策
防災・減災への取り組み

【知識・技能】
・我が国をはじめ世界で見られる自然災害や生
徒の生活圏で見られる自然災害を基に，地域の
自然環境の特色と自然災害への備えや対応との
関わりとともに，自然災害の規模や頻度，地域
性を踏まえた備えや対応の重要性などについて
理解している。
・様々な自然災害に対応したハザードマップや
新旧地形図をはじめとする各種の地理情報につ
いて，その情報を収集し，読み取り，まとめる
地理的技能を身に付けている。
【思考力・判断力・表現力等】
・地域性を踏まえた防災について，自然及び社
会的条件との関わり，地域の共通点や差異，持
続可能な地域づくりなどに着目して，主題を設
定し，自然災害への備えや対応などを多面的・
多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自然災害や防災・減災への興味関心を強く持
つとともに，自分の住む地域で生じうる自然災
害について主体的に追究し，平常時または災害
発生時における具体的な備えや取り組み，対応
のあり方について積極的に考察・構想しようと
している。

○ ○ ○ 7

社会の変化や科学技術の進展に即した必要な知識・技能を身に着けようとする。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究，解決しようとする態度を養うとともに，多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚，我が国の国土に対

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化
の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組
などを理解するとともに，地図や地理情報シス
テムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関
する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の
関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境と
の相互依存関係，空間的相互依存作用，地域な
どに着目して，概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり， 地理的な課題の解決に向

高等学校　地理総合　世界を学び，地域を作る

地理・歴史

社会的事象等の意味や特色など、相互の関連を考察して社会に見られる課題を把握・解決に向けて構想できるようにする。

主権者として、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

地理・歴史 地理総合 2

○ ○

1

思

地理・歴史 地理総合

○

8

定期考査

○

前
期

・現代世界の地域構成を示した様々
な地図の読図などを基に，方位や時
差，日本の位置と領域，国内や国家
間の結び付きなどについて理解させ
る。

・現代世界の様々な地理情報につい
て，地図や地理情報システムなどを
用いて，その情報を収集し，読み取
り，まとめる基礎的・基本的な技能
を身に付けさせる。
・現代世界の地域構成について，位
置や範囲などに着目して，主題を設
定し，世界的視野から見た日本の位
置，国内や国家間の結び付きなどを
多面的・多角的に考察し，表現させ

球面と平面
緯度と経度
日常生活のなかの地図
国家間の結び付き
国家の領域
日本の位置と領域

【知識・技能】
・現代世界の地域構成を示した様々な地図の読
図などを基に，方位や時差，本の位置と領域，
国内や国家間の結び付きなどについて理解して
いる。
・日常生活の中で見られる様々な地図の読図な
どを基に，地図や地理情報システムの役割や有
用性などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
・現代世界の地域構成について，位置や範囲な
どに着目して，主題を設定し，世界的視野から
見た日本の位置，国内や国家間の結び付きなど
を多面的・多角的に考察し，表現している。
・地図や地理情報システムについて，位置や範
囲，縮尺などに着目して，目的や用途，内容，
適切な活用の仕方などを多面的・多角的に考察

○

○

・世界の人々の特色ある生活文化を
基に，人々の生活文化が地理的環境
から影響を受けたり，影響を与えた
りして多様性をもつことや，地理的
環境の変化によって変容することな
どについて理解させる。
・世界の人々の特色ある生活文化を
基に，自他の文化を尊重し国際理解
を図ることの重要性などについて理
解させる。

・世界各地で見られる地球環境問
題，資源・エネルギー問題，人口・
食料問題及び居住・都市問題などを
基に，地球的課題の各地で共通する
傾向性や課題相互の関連性などにつ
いて大観し理解させる。
・世界各地で見られる地球環境問
題，資源・エネルギー問題，人口・
食料問題及び居住・都市問題などを
基に，地球的課題の解決には持続可
能な社会の実現を目指した各国の取
組や国際協力が必要であることなど
について理解させる。
・世界各地で見られる地球環境問
題，資源・エネルギー問題，人口・
食料問題及び居住・都市問題などの
地球的課題について，地域の結び付
きや持続可能な社会づくりなどに着
目して，主題を設定し，現状や要
因，解決の方向性などを多面的・多
角的に考察し，表現させる。

人口問題の展開と対策
アンバランスな人口分布
食料問題の要因と解決に向けた課題
エネルギー資源の開発と限界
新たなエネルギー資源への取り組み
地球的課題の解決に向けた国際協力

【知識・技能】
・世界各地で見られる地球環境問題，資源・エ
ネルギー問題，人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の各地で共通する
傾向性や課題相互の関連性などについて大観し
理解している。
・世界各地で見られる地球環境問題，資源・エ
ネルギー問題，人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の解決には持続可
能な社会の実現を目指した各国の取組や国際協
力が必要であることなどについて理解してい
る。
【思考力・判断力・表現力】
・世界各地で見られる地球環境問題，資源・エ
ネルギー問題，人口・食料問題及び居住・都市
問題などの地球的課題について，地域の結び付
きや持続可能な社会づくりなどに着目して，主
題を設定し，現状や要因，解決の方向性などを
多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学びに向かう力】
・地球的諸課題の解決を目指す様々な主体の取
り組みへの興味関心を持つとともに，そうした
諸課題を国際社会の一員として主体的にとら
え，自分事として落とし込みながら意欲的に解
決のあり方を考察・構想しようとしている。

○

定期考査

○ 10

配当
時数

○

地形と生活文化
気候と生活文化
急速な経済発展で揺れ動く人々の暮
らし（東アジア）
ヒンドゥー教と結び付く生活文化
（南アジア）

【知識・技能】
・世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々
の生活文化が地理的環境から影響を受けたり，
影響を与えたりして多様性をもつことや，地理
的環境の変化によって変容することなどについ
て理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
・世界の人々の特色ある生活文化について，そ
の生活文化が見られる場所の特徴や自然及び社
会的条件との関わりなどに着目して，主題を設
定し，多様性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現している。
【学びに向かう力，人間性等】
・世界の人々の特色ある生活文化と様々な地理
的環境との関連性を把握したうえで，そこから
見いだされる生活文化の課題について主体的に
追究し，その解決策を意欲的に考察・構想しよ
うとしている。

○ ○

○ ○ 1

態

12



○ ○ 1

後
期

・我が国をはじめ世界で見られる自
然災害や生徒の生活圏で見られる自
然災害を基に，地域の自然環境の特
色と自然災害への備えや対応との関
わりとともに，自然災害の規模や頻
度，地域性を踏まえた備えや対応の
重要性などについて理解させる。
・様々な自然災害に対応したハザー
ドマップや新旧地形図をはじめとす
る各種の地理情報について，その情
報を収集し，読み取り，まとめる地
理的技能を身に付けさせる。
・地域性を踏まえた防災について，
自然及び社会的条件との関わり，地
域の共通点や差異，持続可能な地域
づくりなどに着目して，主題を設定
し，自然災害への備えや対応などを
多面的・多角的に考察し，表現させ
る。

第２章
・生活圏の調査を基に，地理的な課
題の解決に向けた取組や探究する手
法などについて理解させる。
・生活圏の地理的な課題について，
生活圏内や生活圏外との結び付き，
地域の成り立ちや変容，持続可能な
地域づくりなどに着目して，主題を
設定し，課題解決に求められる取組
などを多面的・多角的に考察，構想
し，表現させる。

日本の自然環境
地震・津波
地震・津波への対策
雪害・高温と対策
火山災害と対策
防災・減災への取り組み

【知識・技能】
・我が国をはじめ世界で見られる自然災害や生
徒の生活圏で見られる自然災害を基に，地域の
自然環境の特色と自然災害への備えや対応との
関わりとともに，自然災害の規模や頻度，地域
性を踏まえた備えや対応の重要性などについて
理解している。
・様々な自然災害に対応したハザードマップや
新旧地形図をはじめとする各種の地理情報につ
いて，その情報を収集し，読み取り，まとめる
地理的技能を身に付けている。
【思考力・判断力・表現力等】
・地域性を踏まえた防災について，自然及び社
会的条件との関わり，地域の共通点や差異，持
続可能な地域づくりなどに着目して，主題を設
定し，自然災害への備えや対応などを多面的・
多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自然災害や防災・減災への興味関心を強く持
つとともに，自分の住む地域で生じうる自然災
害について主体的に追究し，平常時または災害
発生時における具体的な備えや取り組み，対応
のあり方について積極的に考察・構想しようと
している。

○ ○ ○ 7

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

後
期

定期考査 ○

○ ○

数学のよさを認識し積極的に活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 1

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 2

配当
時数

前
期

単元　数と式の計算
【知識及び技能】
式を目的に応じて1つの文字に着目
して整理したり，1つの文字におき
換えたりして、処理することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
既に学習した計算の方法と関連付け
て多面的に捉えたり，目的に応じて
適切に変形したりする力を培う。
【学びに向かう力、人間性等】
上記の内容に興味・関心を持ち，学
ぼうとしている。

式を目的に応じて1つの文字に着目
して整理したり，1つの文字におき
換えたりするなどして既に学習した
計算の方法と関連付けて，多面的に
捉えたり，目的に応じて適切に変形
したりする力を培う。

【知識・技能】
・単項式，多項式の加法・減法・乗法について
理解している。
・展開の公式を利用できる。
・因数分解の公式を利用できる。
【思考・判断・表現】
・式の展開は分配法則を用いると必ずできるこ
とを理解している。
・式の形の特徴に着目して変形し，因数分解の
公式が適用できるようにすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・式の変形，整理などの工夫において，よりよ
い方法を考察しようとする。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

○

○

8

定期考査
○

【知識・技能】
・不等式の解の意味を理解し，1次不等式を解
くことができる。
・連立不等式の意味を理解し，連立1次不等式
を解くことができる。
【思考・判断・表現】
・不等式の性質を，数直線上の点と対応させて
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・不等式における性質について，等式の性質と
比較して，考察しようとする。

○ ○

定期考査

単元　2次関数の値の変化
【知識及び技能】
2次方程式や2次不等式の解と2次関
数のグラフとの関係について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
方程式・不等式の性質を基に2次方
程式や2次不等式を解く方法を考察
したり，具体的な事象に関連した課
題の解決に活用できる。
【学びに向かう力、人間性等】
上記の内容に興味・関心を持ち学ぼ
うとしている。

2次方程式や2次不等式の解と2次関
数のグラフとの関係について理解
し，2次関数のグラフを用いて2次方
程式や2次不等式の解を求められる
ようにする。

【知識・技能】
・2次方程式の解き方として，因数分解，解の
公式を理解している。
・2次不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
・2次方程式が実数解や重解をもつための条件
を式で示すことができる。
・2次関数の値の符号と2次不等式の解を相互に
関連させて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・2次方程式がどんな場合でも解けるように，
解の公式を得て，それを積極的に利用しようと
する。

○ ○

単元　一次不等式
【知識及び技能】
不等式の解の意味や不等式の性質に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
不等式の性質を基に1次不等式を解
く方法を考察したり，具体的な事象
に関連した課題の解決に1次不等式
を活用できる。
【学びに向かう力、人間性等】
上記の内容に興味・関心を持ち学ぼ
うとしている。

定期考査

単元　2次関数とグラフ
【知識及び技能】
2次関数の値の変化やグラフの特徴
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
2次関数の式とグラフとの関係につ
いて，コンピュータなどを用いて多
面的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
上記の内容に興味・関心を持ち学ぼ
うとしている。

2次関数の値の変化やグラフの特徴
を理解するとともに，2次関数の式
とグラフとの関係について，コン
ピュータを使用したグラフ作成ツー
ルなどの情報機器を用いてグラフを
かくなどして多面的に考察する。

不等式の解の意味や不等式の性質に
ついて理解するとともに，不等式の
性質を基に1次不等式を解く方法を
考察したり，具体的な事象に関連し
た課題の解決に1次不等式を活用し
たりする力を培う。

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善しようとする態度
や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式、図形と計量、2次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに、事象を数学化したり、
数学的に解釈したり、数学的に表現・処理した
りする技能を身に付ける。

命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的に
みたり目的に応じて適切に変形したりする力、
図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力、関
数関係に着目し、事象を的確に表現してその特
徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察す
る力、社会の事象などから設定した問題につい
て、データの散らばりや変量間の関係などに着
目し、適切な手法を選択して分析を行い、問題
を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

数研出版「新高校の数学Ⅰ」

数学

事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

○ ○

56

1

【知識・技能】
・グラフ作成ツールを活用して，2次関数
y=ax^2+bx+c のグラフの軸と頂点を調べ，グラ
フの外形を導くことができる。
【思考・判断・表現】
・2次関数 y=ax^2+bx+c のグラフを，y=ax^2の
グラフをもとに考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・放物線のもつ性質に興味・関心を示し，自ら
調べようとする。

○ ○ ○ 15

○ 16

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

後
期

○ 7

合計

Ⅽ　自然景観と自然災害
・日本列島は火山大国であり複数
のプレートの上にある国というこ
とを理解させる。まハザードマッ
プなどを利用し防災意識を培う学
習を付随して行う。

【知識・技能】
　プレートの種類や場所が説明ができる。地
震発生のメカニズムを説明することができる
【思考・判断・表現】
　首都直下型地震が今住んでいる地域に起
こった場合どのような被害が起こるかを推測
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
災害が起こったことを想定して必要な準備や

○ ○

・遺伝情報とDNA
・生命活動を支えるタンパク質
・免疫とからだの防御
・目の構造とはたらき

【知識・技能】
　遺伝やDNAについて説明ができる。免疫や
目の構造について説明ができる
【思考・判断・表現】
　前単元の食品と栄養と結びつけて思考がで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　免疫について理解し、ウィルスやワクチン
がどのようなものか説明ができる

7

定期考査 ○

1

Ａ　食品の科学
・生命を維持して日常生活を営む
のに必要なエネルギーを，食物か
ら得ていることを理解させる。ま
た豆腐作りや缶詰ミカンの皮むき
などの実験を通じて化学反応など
を利用して作られる商品があるこ
とを理解させる。

・食品と栄養素
・炭水化物
・タンパク質
・脂質とその他の栄養
・タンパク質の変性
・加工食品について

【知識・技能】
　五大栄養素を説明することができ、どのよ
うな食品に多量に含まれているか説明ができ
る
【思考・判断・表現】
　必要な栄養素が不足もしくは過多に摂取し
た時に起こる体の変化などを実体験に基づい
て考えられる
【主体的に学習に取り組む態度】
　身近な加工食品に興味を持ち自ら調べよう
とする姿勢がみられる

○ ○ ○ 8

Ｂ　ヒトの生命現象

定期考査
○

・プラスチックとその性質
・プラスチックの成り立ち
・さまざまなプラスチック
・資源の再利用

【知識・技能】
　プラスチックの種類がわかる。プラスチッ
クの製法や性質を説明できる
【思考・判断・表現】
　熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂の性質の違い
から身の回りのものがどちらに分類されるか
わかる
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付けること
ができる。ごみの分別などにも応用ができる

○ ○ ○

8

Ｂ　衣料の科学
・天然繊維と化学繊維の種類や使
用用途などを知る。化学合成に
よって作られる染料や界面活性剤
について理解する。

・衣料と繊維
・天然繊維
・化学繊維
・合成染料
・界面活性剤

【知識・技能】
　天然繊維と化学繊維の種類や材料を説明す
ることができる。
【思考・判断・表現】
　ナイロンの合成などを通じて化学繊維につ
いて説明ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
繊維だけでなく染料にも天然染料、化学染料
があり主体的に調べようとする姿勢がある

○ ○ ○

態
配当
時数

前
期

Ａ　材料とその再利用
金属やプラスチックなどの材料は
普段の生活には欠かせない必需品
であり、様々な道具に使われてき
た本単元では金属やプラスチック
の生成、性質、そして再利用の仕
方について学ぶ。

・金属と人間生活
・身の回りの金属と精錬
・金属のさびとその防止

【知識・技能】
　代表的な金属の元素記号がわかる。めっき
の種類や合金の種類がわかる
【思考・判断・表現】
　めっきや合金の生成について実験を通じて
観察し記録している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付けること
ができる

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ 1

科学と人間生活

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　自然と人間生活との関わり及び科学技術と人
間生活との関わりについての理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する技能を身に付けるようにする。

　観察，実験などを行い，人間生活と関連付け
て
科学的に探究する力を養う。

　自然の事物・現象に進んで関わり，
科学的に探究しようとする態度を養うととも
に，
科学に対する興味・関心を高める。

科学と人間生活（数研出版）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

理科 科学と人間生活

理科 科学と人間生活 2

1

定期考査
○ 1

50



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

後
期

○ 8

合計

F　電気
電気の性質について説明ができ
る。電気抵抗等を計算から求める
ことが出来る

・電気の性質
・電気と電気抵抗
・電気とエネルギー

【知識・技能】
　電気の性質について説明ができる。公式を
用いて電気抵抗を計算できる
【思考・判断・表現】
　電気とエネルギーについて結びつけて説明
ができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付けること
ができる

○ ○

・波と媒質の運動
・重ね合わせの原理
・発音体の振動と共振・共鳴

【知識・技能】
　波と媒質について説明ができる。重ね合わ
せの原理について理解している
【思考・判断・表現】
　共振や共鳴についての問題を解くことが出
来る
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付けること
ができる

8

定期考査 ○

1

D　熱
熱量と物質の状態について、理解
を深めそれぞれを結び付けて説明
することが出来る

・熱と熱量
・熱と物質の状態
・熱と仕事
・不可逆変化と熱機関

【知識・技能】
　熱量の計算ができる。熱と物質の状態の関
係について説明ができる。
【思考・判断・表現】
　熱量の応用問題を解くことできる
【主体的に学習に取り組む態度】
　　学習した内容を日常生活に結び付けるこ
とができる

○ ○ ○ 8

E　波
波と媒質の関係ついて説明ができ
る。波の重ね合わせによって生じ
る波長等変化を計算することが出
来る。

定期考査
○

Ｂ　運動の法則
　物体に働く力の向きや、力のつ
り合いについて理解し、生じる摩
擦などの現象を説明することがで
きる

・力とそのはたらき
・力のつりあい
・摩擦を受ける運動

【知識・技能】
　物体に生じる力の働きを予測し、力のつり
あいを考えることが出来る。物体に生じる力
の計算ができる。
【思考・判断・表現】
　
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付けること
ができる

○ ○ ○

8

Ⅽ　仕事と力学的エネルギー
力の向きやつり合いから発展さ
せ、動いている物質に生じるエネ
ルギーについて学ぶ。また、エネ
ルギーと仕事の関係について説明
できるようになる

・仕事
・運動エネルギー
・位置エネルギー

【知識・技能】
　物体に生じる力の働きを予測し、仕事の計
算ができる。運動エネルギーと位置エネル
ギーを計算できる。
【思考・判断・表現】
　エネルギー保存の法則を用いて応用問題を
解くことが出来る
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付けること
ができる

○ ○ ○

態
配当
時数

前
期

Ａ　運動とエネルギー
　物体の運動について理解を深
め、水平方向や落下する物体につ
いて計算する子ができる

・運動の表し方
・加速度
・落体の運動

【知識・技能】
　速度、距離、時間の関係から加速度を求め
ることが出来る。自由落下の計算ができる。
【思考・判断・表現】
　
【主体的に学習に取り組む態度】
学習した内容を日常生活に結び付けることが
できる

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ 1

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　自然と人間生活との関わり及び物理の関わり
についての理解を深め，
物理学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する技能を身に付けるようにする。

　観察，実験などを行い，人間生活と関連付け
て
物理学的に探究する力を養う。

　自然の事物・現象に進んで関わり，
物理学的に探究しようとする態度を養うととも
に，
物理に対する興味・関心を高める。

新編　物理基礎（数研出版）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

1

定期考査
○ 1

52



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

定期考査
○ 1

52

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　生物について体の成り立ちや進化、遺伝子な
どをミクロな観点で理解を深め，
細胞や臓器の役割について観察，実験などを通
じて学習する。

　観察，実験などを行い，人間生活と関連付け
て
科学的に探究する力を養う。

　自然の事物・現象に進んで関わり，
科学的に探究しようとする態度を養うととも
に，
生物に対する興味・関心を高める。

高校生物基礎（実況出版）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

態
配当
時数

前
期

Ａ　生物の特徴
　多様な生物が存在する中、共通
点を見出す。共通の祖先からそれ
ぞれ生物は多様な進化をとげたこ
とを理解する。体の最小の単位は
細胞であり、細胞小器官ごとの役
割を理解する

・生物の多様性・共通性
・生物の共通性と進化
・細胞

【知識・技能】
　共通の祖先より進化が行われ多様な生物が
出現したことを理解する
【思考・判断・表現】
　細胞の観実験を通じて、明確に記録をして
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付けること
ができる

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ 1

　得られたエネルギーを自分で使
える形にするまでの過程を理解す
る。動物と植物でエネルギーの変
換の仕方が異なるためのその差異
を学習する。

・代謝とエネルぎー
・酵素と代謝
・光合成
・呼吸

【知識・技能】
　光合成と呼吸により光エネルギーをそれぞ
れ使えるエネルギーに変換できることを説明
できる
【思考・判断・表現】
　酵素と触媒の実験により、直接化学反応に
は関わらないが反応を促進する物質があるこ
とを観察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付けること
ができる。

○ ○ ○

8

Ｂ　遺伝子とその働き
　遺伝情報について理解する。ま
た、その遺伝情報の複製やタンパ
ク質を合成するための過程を理解
する。

・遺伝子の本体
・DNAの複製と分配
・遺伝情報とタンパク質
・タンパク質の合成
・ゲノムと遺伝子

【知識・技能】
　遺伝情報、ゲノム、遺伝子、染色体などの
用語を適切に使い分けてDNAの説明をするこ
とが出来る。
【思考・判断・表現】
　ブロッコリーやミカンジュースからDNAを
取り出し、観察することが出来る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付けること
ができる。

○ ○ ○

1

Ⅽ　ヒトのからだの調節
　体内環境を一定に保つための生
理現象や体の仕組みについて理解
する。自律神経なやホルモンバラ
ンスなどバランスが崩れると体の
不調に繋がることを学習する。

・体内環境と恒常性
・体液
・情報の伝達
・自律神経系による情報伝達
・内分泌系による調節

【知識・技能】
　体内環境を一定に保つための体の仕組みつ
いて説明ができる
【思考・判断・表現】
　自律神経について、自身の経験や体調につ
いて学習とした内容と照らし合わせて説明で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付けること
ができる。

○ ○ ○ 8

　風邪に対抗する体の仕組みにつ
いて理解する。先天的な免疫と後
天的に獲得できる免疫があること
を学習する。昨今のコロナ禍にお
ける症例等と結びつけ指導を行う

定期考査
○

後
期

○ 8

合計

D　生物の多様性と生態系
　生態系の成り立ちについて学習
する。日本におけるバイオームや
世界のバイオームについて見識を
広げる

・生態系
・植生とその変化
・遷移のしくみ
・バイオーム

【知識・技能】
　生態系や植生について説明できる。
【思考・判断・表現】
　身近なバイオームについてスケッチを行う
【主体的に学習に取り組む態度
　生態系について、普段見過ごしている身近
な環境の成り立ちについて学習した内容と結
びつけられる

○ ○

・生体防御と免疫
・自然免疫
・獲得免疫
・免疫と疾患

【知識・技能】
　自然免疫と獲得免疫の違いについて説明で
きる
【思考・判断・表現】
　風邪になったときの免疫反応について学習
した内容と照らし合わせて説明ができる
【主体的に学習に取り組む態度】
　免疫について理解し、ウィルスやワクチン
がどのようなものか説明ができる

8

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

Lesson 5　The History of
Chocolate
【知識及び技能】チョコレートの歴
史に関する文章の概要や要点を読み
取る。
【思考力、判断力、表現力等】贈り
たいプレゼントついて情報や考えを
話し、聞き取っている。
【学びに向かう力、人間性等】チョ
コレートの歴史に理解を深め、主体
的に話を聞き、読む。

・指導事項
-チョコレートの歴史に関する文章
に関する単語・表現や動名詞を学
ぶ。
-チョコレートの歴史に関する文章
を読み、要点や詳細を理解する。
-贈りたいプレゼントを選定し、そ
の内容と理由を発表する。
・教材 The History of Chocolate
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】チョコレートの歴史に関
する文章の概要や要点を読み取る技能を
身に付けている。動名詞を理解してい
る。
【思考・判断・表現】チョコレートの歴
史について情報や考えを聞き、読み取っ
ている。自分自身が贈りたいプレゼント
について発表している。
【主体的に学習に取り組む態度】チョコ
レートの歴史に関する文章に理解を深
め、主体的に理解し、発表しようとして
いる。

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson 2 My Best Friend
【知識及び技能】親友に関するテー
マのちびまる子ちゃんの物語の概要
や要点を読み取る。be動詞・一般動
詞の過去形を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】大切
にしている人について、必要な情報
や概要を聞き取り、読み取る。
【学びに向かう力、人間性等】大切
にしている人についての物語に理解
を深め、主体的に話を聞き、読む。

・指導事項
-親友についてを題材にした物語文
に関する単語・表現やbe動詞・一
般動詞の過去形を学ぶ。
-この物語に関する音声教材を聞
き、概要を理解する。
・教材 My Best Friend
・一人１台端末の活用　等 〇 ○ 〇

定期考査

外国語 英語コミュニケーションⅠ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson 4　Endangered Species
【知識及び技能】世界の絶滅危惧種
が題材の文章の概要や要点を読み取
る。受動態を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】絶滅
しつつある動物について情報や考え
を話し、聞き取っている。
【学びに向かう力、人間性等】世界
の絶滅危惧種が題材の文章に理解を
深め、主体的に話を聞き、読む。

領域

前
期

Lesson 1 The Beautiful Scenery
【知識及び技能】
お気に入りの場所についての話の概
要や要点を読み取る。be動詞・一般
動詞の現在形を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
お気に入りの場所に関して、情報や
考え、気持ちを話し、聞き取り共有
する。
【学びに向かう力、人間性等】
お気に入りの場所について、聞き
手、話し手に伝え合う。

・指導事項
-お気に入りの場所に関する単語・
表現やbe動詞・一般動詞の現在形
を学ぶ。
-お気に入りの場所に関するｲﾝﾀ
ﾋﾞｭｰを聞く。
-お気に入りの場所に関するｲﾝﾀ
ﾋﾞｭｰし、答える。
・教材　The Beautiful Scenery
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語コミュニケーションIの授業・課題を通じ、
日常的・社会的な話題について、多くの支援を
活用し、音声・語彙・表現、文法、言語の基本
的な働きを理解し、適切に活用できる技能を身
につける。

英語コミュニケーションIの授業・課題を通
じ、コミュニケーションを行う様々な英語の目
的や場面、状況に応じ、日常的・社会的な話題
について、多くの支援を活用し、情報や考えを
理解し、それを活用し簡単な英語で表現、伝え
合う力を養う。

Amity English Communication I（CI 704)

外国語

日常的・社会的な話題について、支援を活用し外国語で情報や考えを理解し、表現、伝え合う力を養う。

外国語の背景文化への理解を深め、他者に配慮し、主体的、自律的にｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

・指導事項
-世界の絶滅危惧種が題材の文章に
関する単語・表現や不定詞を学
ぶ。
-絶滅しつつある動物についての文
章を読み、概要やメッセージを理
解する。
・教材 Endangered Species
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇

Lesson 3　Love for Dance
【知識及び技能】情報機器の使い方
や得意なことについて概要や要点を
読み取る。助動詞を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】ダン
スについての話題について必要な情
報や概要を読み取る。
【学びに向かう力、人間性等】得意
なことについての話題に理解を深
め、主体的に話を聞き、読む。

・指導事項
-情報機器の使い方や得意なことを
題材にした文に関する単語・表現
や進行形・助動詞を学ぶ。
-ダンスについての話題の文を読
み、要点や意見を理解する。
・教材 Love for Dance
・一人１台端末の活用　等

定期考査

○

〇

〇

〇 1○

英語コミュニケーションⅠ

思

○○

○ ○

○

態

○

○ 〇

〇

英語コミュニケーションIの授業・課題を通じ、
多くの支援を活用し、英語の背景にある文化へ
の理解を深める。また他者に配慮しながら、主
体的、自律的に簡単な英語を用いてコミュニ
ケーションを図る態度を養う。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○〇

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声・語彙・表現等の理解を深め、それを基本的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝで活用できる技能を身につける。

外国語

7

6

1

6

6

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識・技能】お気に入りの場所につい
ての話の概要や要点を読み取る技能を身
に付けている。be動詞・一般動詞の現在
形を理解している。
【思考・判断・表現】お気に入りの場所
に関して、情報や考え、気持ちを話し聞
き取り、共有することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】お気に
入りの場所の話の理解を深め、聞き手、
話し手に主体的に伝え合おうとしてい
る。

【知識・技能】親友に関するテーマのち
びまる子ちゃんの物語の概要や要点を読
み取る技能を身に付けている。be動詞・
一般動詞の過去形を理解している。
【思考・判断・表現】大切にしている人
について、必要な情報や概要を聞き取
り、共有することが出来る。
【主体的に学習に取り組む態度】大切に
している人について理解を深め、主体的
に話を聞き、読もうとしている。

【知識・技能】情報機器の使い方や得意
なことについての概要や要点を読み取る
技能を身に付けている。助動詞を理解し
ている。
【思考・判断・表現】ダンスについての
話題について、必要な情報や概要を、読
み取ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】得意な
ことについての話題に理解を深め、読み
手に配慮しながら主体的に書こうとして
いる。

【知識・技能】世界の絶滅危惧種が題材
の文章の概要や要点を読み取る技能を身
に付けている。不定詞を理解している。
【思考・判断・表現】絶滅しつつある動
物について情報や考えを話し、聞き取っ
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】世界の
絶滅危惧種が題材の文章に理解を深め、
主体的に話を聞き、読もうとしている。

配
当
時
数



〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 5

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

Lesson 8　Sapeurs
【知識及び技能】世界の文化の説明
例としてのサプールの概要や要点を
読み取る。受動態を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】サ
プールについて情報や考えを話し、
聞き取っている。
【学びに向かう力、人間性等】世界
の文化に理解を深め、主体的に話を
聞き、読む。

・指導事項
-世界の文化の例に関する説明文を
通し単語・表現や受動態を学ぶ。
-サプールに関して要点や詳細を理
解する。
・教材 Sapeurs
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】世界の文化に関する説明
文の概要や要点を読み取る技能を身に付
けている。比較を理解している。
【思考・判断・表現】サプールについて
情報や考えを話し、聞き取っている。
【主体的に学習に取り組む態度】サプー
ルの例を通し、世界の文化についての理
解を深め、主体的に話を聞き、読もうと
している。

後
期

Lesson 9 Special Makeup Effects
【知識及び技能】特殊メイクに関す
る説明文の概要や要点を読み取る。
分詞の形容詞的用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】特殊
メイクや米国の映画産業について情
報や考えを話し、共有する。
【学びに向かう力、人間性等】特殊
メイクについて理解を深め、主体的
に話を聞き、読む。

・指導事項
-特殊メイクに関する説明文に関す
る単語・表現や分詞の形容詞的用
法を学ぶ。
-特殊メイクや米国の映画産業につ
いて要点や詳細を理解する。
・教材 Special Makeup Effects
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】特殊メイクに関する説明
文の概要や要点を読み取る技能を身に付
けている。分詞の形容詞的用法を理解し
ている。
【思考・判断・表現】特殊メイクや米国
の映画産業について情報や考えを話し、
共有している。
【主体的に学習に取り組む態度】特殊メ
イクに関する文章にについて理解を深
め、主体的に話を聞き、読もうとしてい
る。

Lesson 10 Clean Water
【知識及び技能】安全な水が題材の
文の概要や要点を読み取る。関係代
名詞を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容について情報や考えを話し、
聞き取っている。
【学びに向かう力、人間性等】安全
な水が題材の文の理解を深め、バン
グラデシュについて主体的に話を聞
き、読む。

・指導事項
-安全な水を題材にした文に関する
単語・表現や関係代名詞を学ぶ。
-本文を読み、要点や詳細を理解す
る。
-安全な水に関するテーマで発表
し、共有する。
・教材 Clean Water
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】安全な水を題材にした文
に関する概要や要点を読み取る技能を身
に付けている。関係代名詞を理解してい
る。
【思考・判断・表現】安全な水やバング
ラデシュについて情報や考えを話し、共
有している。
【主体的に学習に取り組む態度】安全な
水やバングラデシュについて理解を深
め、主体的に話を聞き、話そうとしてい
る。

定期考査

〇

定期考査
〇

合
計

64

Lesson 6 Our School
【知識及び技能】さまざまな特長を
持つ高校についての文の概要や要点
を読み取る。比較（原級・比較級・
最上級）を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】自分
の学校について情報や考えを話し合
い、共有する。
【学びに向かう力、人間性等】さま
ざまな特長を持つ高校についての文
について理解を深め、主体的に話を
聞き、読む。

・指導事項
-さまざまな特長を持つ高校につい
ての説明文に関する単語・表現や
動名詞を学ぶ。
-自分の学校について情報や特長を
話し合い、共有する。
・教材 Our School
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

Lesson 7 Serendipity
【知識及び技能】セレンディピティ
（ちょっとした偶然から生まれた偉
大な発明）についての文の概要や要
点を読み取る。現在完了を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】身近
なセレンディピティについて情報や
考えを話し、共有する。
【学びに向かう力、人間性等】セレ
ンディピティについて理解を深め、
主体的に話を聞き、読む。

・指導事項
-セレンディピティに関する文に関
する単語・表現や現在完了を学
ぶ。
-文章を読み、要点や詳細を理解す
る。
-身近なセレンディピティについて
の情報や考えを話し、共有する。
・教材 Serendipity
・一人１台端末の活用　等

〇

6

1

1

〇 〇

【知識・技能】セレンディピティの概要
や要点を読み取る技能を身に付けてい
る。現在完了を理解している。
【思考・判断・表現】身近なセレンディ
ピティについて例や考えを話し、共有し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】セレン
ディピティについての文章に理解を深
め、自分の意見を主体的に話し、相手の
意見を聞こうとしている。

〇〇 〇

【知識・技能】さまざまな特長を持つ高
校についての説明文の概要や要点を読み
取る技能を身に付けている。動名詞を理
解している。
【思考・判断・表現】自分の学校につい
て情報や考えを話し合い、共有してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】さまざ
まな特長を持つ高校についての文につい
て理解を深め、主体的に話を聞き、読も
うとしている。

〇 〇

〇 〇 〇

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 体育
保健体育 体育 2

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的・計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、技能を身に付けることができ
る。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝えることができる。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養おうとしている。

新高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身
につけるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力
にある生活を営む態度を養う。

態 配当
時数

前
期

＜陸上競技（短距離走）＞
【知識及び技能】
合理的なフォームを身に付けたり、
個人タイムを短縮したり、競走した
りできる。
【思考力、判断力、表現力】
体力や技能の程度、性別等の違いに
配慮して、仲間とともに競技を楽し
むための活動の方法や修正のしかた
を見つけることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技の学習に自主的に取り組
み、一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとしている。

＜陸上競技（短距離走）＞
・短距離走
・記録測定
・ふりかえりシート
・一人１台端末の活用(場面)

【知識・技能】
・合理的なフォームを理解し身に着けることが
できる。
【思考・判断・表現】
・動きを比較して、成果や改善点を仲間に伝え
る。
・技術的な課題解決について練習方法を伝え
る。
・ルールを守りより良いマナーについて活動を
振り返る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習に自主的に取り組もうとしている。
・フェアプレイを大切にしている。
・個々に応じた課題や挑戦を大切にしている。
・健康・安全を確保している。

〇 〇 〇 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

10

＜球技（卓球）＞
【知識及び技能】
卓球の基本的なルールと打ち方を理
解しており、狙った場所にサーブや
ストロークを打つことができる。
【思考力、判断力、表現力】
自己や仲間の技術的な課題やその課
題解決に有効な練習方法について、
自己の考えを伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
卓球に自主的に取り組み、フェアな
プレーを大切にしようとしている。

＜球技（卓球）＞
・フォアハンド　バックハンド
サーブ
・実技テスト
・ふりかえりシート
・一人１台端末の活用(場面)

【知識・技能】
サーブやストロークで相手コートの狙った場所
に打つことができる。
【思考・判断・表現】
自己や仲間の技術的な課題やその課題解決に有
効な練習方法について、自己の考えを伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
卓球に自主的に取り組み、練習やゲームでフェ
アなプレーを大切にしている。

〇 〇 〇 10

＜球技（ソフトバレーボール）＞
【知識及び技能】
次の攻撃につなげるための次のプレ
イをしやすい高さと位置にボールを
上げることができる。
【思考力、判断力、表現力】
体力や技能の程度に配慮して、仲間
とともに球技を楽しむための活動の
方法や修正のしかたを見つけること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
作戦などについての話し合いに貢献
しようとしている。

＜球技（ソフトバレーボール）＞
・アンダーパス　オーバーパス
・実技テスト
・ふりかえりシート
・一人１台端末の活用(場面)

【知識・技能】
オーバーハンドパスとアンダーハンドパスをプ
レイしやすい高さと位置にあげることができ
る。
【思考・判断・表現】
体力や技能の程度に配慮して、仲間とともに球
技を楽しむための活動の方法や修正のしかたを
見つけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
同じチームのメンバーと作戦などについての話
し合いに貢献しようとしている。 〇 〇 〇

後
期

＜体ほぐし運動（縄跳び）＞
【知識及び技能】
体力の向上を図り、縄跳びの基本技
や規定演技を安定して行うことがで
きる。
【思考力、判断力、表現力】
自己や仲間の技術的な課題やその課
題解決に有効な練習方法について、
自己の考えを伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
縄跳びの学習に自主的に取り組もう
としている。

＜体ほぐし運動（縄跳び）＞
・縄跳び
・検定
・ふりかえりシート
・一人１台端末の活用(場面)

【知識・技能】
基本技や規定演技の検定を受け、合格すること
ができる。
【思考・判断・表現】
自己や仲間の技術的な課題やその課題解決に有
効な練習方法について、自己の考えを伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
自主的に練習に取り組み、積極的に検定を受け
ている。

〇 〇 〇 10



後
期

＜体ほぐし運動（縄跳び）＞
【知識及び技能】
体力の向上を図り、縄跳びの基本技
や規定演技を安定して行うことがで
きる。
【思考力、判断力、表現力】
自己や仲間の技術的な課題やその課
題解決に有効な練習方法について、
自己の考えを伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
縄跳びの学習に自主的に取り組もう
としている。

＜体ほぐし運動（縄跳び）＞
・縄跳び
・検定
・ふりかえりシート
・一人１台端末の活用(場面)

【知識・技能】
基本技や規定演技の検定を受け、合格すること
ができる。
【思考・判断・表現】
自己や仲間の技術的な課題やその課題解決に有
効な練習方法について、自己の考えを伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
自主的に練習に取り組み、積極的に検定を受け
ている。

〇 〇

＜陸上競技（長距離走）＞
【知識及び技能】
自己に適したペースを維持して、一
定の距離を走り通し、タイムを短縮
したり、競走したりできるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力】
体力や技能の程度、性別等の違いに
配慮して、仲間とともに球技を楽し
むための活動の方法や修正のしかた
を見つけることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技の学習に自主的に取り組
み、一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとしている。

＜陸上競技（長距離走）＞
・持久走
・記録測定
・ふりかえりシート
・一人１台端末の活用(場面)

【知識・技能】
自己の体力や技能の程度に合ったペースを維持
して一定の距離を走り通し、タイムを短縮して
走ることができる。
【思考・判断・表現】
体力や技能の程度、性別等の違いに配慮して、
仲間とともに球技を楽しむための活動の方法や
修正のしかたを見つけている。
【主体的に学習に取り組む態度】
陸上競技の学習に自主的に取り組み、一人一人
の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとし
ている。

〇 〇

＜球技（バスケットボール）＞
【知識及び技能】
ゴールの枠内にシュートをコント
ロールしてシュートを打ったり、味
方が操作しやすいパスを送ったり、
相手から奪われず次のプレーがしや
すいようにボールをキープしたりす
ることができる。
【思考力、判断力、表現力】
自己や仲間の技術的な課題やその課
題解決に有効な練習方法について、
自己の考えを伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
バスケットの学習に自主的に取り組
もうとし、一人一人の違いに応じた
課題や挑戦及び修正を大切にしよう
としている。

＜球技（バスケットボール）＞
・ドリブル　シュート　各種パス
ピボット
・実技テスト
・ふりかえりシート
・一人１台端末の活用(場面)

【知識・技能】
・ゴールの枠内にシュートをコントロールする
ことができる。
・見方が操作しやすいパスを送ることがでく
る。
【思考・判断・表現】
自己や仲間の技術的な課題やその課題解決に有
効な練習方法について、自己の考えを伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
バスケットの学習に自主的に取り組もうとし、
一人一人の違いに応じた課題や挑戦及び修正を
大切にしようとしている。

〇 〇

〇 10

合計

60

〇 10

〇 10



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

前
期

【知識・技能】
・健康についての多様な考え方を身に付け、例
を挙げて説明できる。・わが国の健康水準の変
化とその背景を理解し、新たな健康問題を整理
することができる。
【思考・判断・表現】
・様々な健康の考え方や健康の成立要因につい
て身近な例を列挙することができる。・わが国
の健康水準の変化とその背景や健康問題につい
て、新たな視点で考えることができる。・習得
した知識を基に、自分や家族の健康について考
え、表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・板書内容等を理解し、工夫して記録を残して
いる。・端末を活用し、テーマにそった調べ学
習に取り組める。・他者の意見を傾聴し、自分
の意見を再考しようとする。

〇 〇 〇

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養おうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けること
ができる。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝えること
ができる。

新高等保健体育

保健体育

保健

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身
に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

A 現代社会と健康
【知識及び技能】
健康の考え方についての課題を理解
し、その解決を目指した活動を通し
て、国民の健康課題についての知識
及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
国民の健康課題に関連する内容につ
いて、知識を基に改善策等を考え、
的確に他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かな生活を営む態度を身に
付けるため、授業内容を自分自身に
置き換えて学びを深めようとしてい
る。

・健康の考え方と成り立ち
・私たちの健康の姿
・一人１台端末の活用　等

保健体育 保健
保健体育 保健 1

3

B 現代社会と健康
【知識及び技能】
生活習慣病の予防と回復やがんの原
因と予防について理解し、その解決
を目指した活動を通して、知識及び
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
生活習慣病に関連する内容につい
て、知識を基に改善策等を考え、的
確に他者に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かな生活を営む態度を身に
付けるため、授業内容を自分自身に
置き換えて学びを深めようとしてい
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
・生活習慣病の予防と回復についての理解を深
め、健康的な生活習慣について例を挙げて説明
できる。・がんの原因と予防についての理解を
深め、がんを予防するための対策を整理するこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・生活習慣病の予防と回復について、身近な例
を列挙することができる。・生活習慣病の予防
とがんの原因と予防について関連させて考え、
新たな視点でまとめることができる。・習得し
た知識を基に、自分や家族の健康について考
え、表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・板書内容等を理解し、工夫して記録を残して
いる。・端末を活用し、テーマにそった調べ学
習に取り組める。・他者の意見を傾聴し、自分
の意見を再考しようとする。

〇 〇 〇 4

配当
時数

・生活習慣病の予防と回復
・がんの原因と予防
・一人１台端末の活用　等

4

D 現代社会と健康
【知識及び技能】
食事と健康及び休養や睡眠と健康に
ついての課題を理解し、その解決を
目指した活動を通して、知識及び技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
食事と健康および級とや睡眠と健康
に関連する内容について、知識を基
に改善策等を考え、的確に他者に伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かな生活を営む態度を身に
付けるため、授業内容を自分自身に
置き換えて学びを深めることができ
る。

〇

〇 〇

4

C 現代社会と健康
【知識及び技能】
がんの治療と回復についての課題を
理解し、その解決を目指した活動を
通して、知識及び技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
がんの治療と回復や運動と健康に関
連する内容について、知識を基に改
善策等を考え、的確に他者に伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かな生活を営む態度を身に
付けるため、授業内容を自分自身に
置き換えて学びを深めることができ
る。

・がんの治療と回復
・運動と健康
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・がんの治療と回復についての理解を深め、主
な治療法や緩和ケア及び検診の普及などの社会
的な対策について説明できる。・運動と健康に
ついての理解を深め、目的に応じた健康的な運
動のしかたについて例を挙げて整理することが
できる。
【思考・判断・表現】
・がんの治療と回復について、いくつかの事例
を基に社会的な対策の改善策を考えることがで
きる。・運動と健康について、生涯を見通した
健康管理策を考え、新たな視点でまとめること
ができる。・習得した知識を基に、自分や家族
の健康について考え、表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・板書内容等を理解し、工夫して記録を残して
いる。・端末を活用し、テーマにそった調べ学
習に取り組める。・他者の意見を傾聴し、自分
の意見を再考しようとする。

〇

・食事と健康
・休養・睡眠と健康
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・食事と健康についての理解を深め、健康的な
食事のとり方について説明できる。・休養及び
睡眠と健康についての理解を深め、適切な休養
のとり方や健康に良い睡眠のとり方について例
を挙げて説明することができる。
【思考・判断・表現】
・食事と健康について、自分の食生活を客観的
に振り返り健康的な改善策を考えることができ
る。・休養及び睡眠と健康について、自己の生
活習慣の課題に気づき、新たな視点でまとめる
ことができる。・習得した知識を基に、自分や
家族の健康について考え、表現することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・板書内容等を理解し、工夫して記録を残して
いる。・端末を活用し、テーマにそった調べ学
習に取り組める。・他者の意見を傾聴し、自分
の意見を再考しようとする。

〇 〇



前
期

後
期

H 現代社会と健康
【知識及び技能】
応急手当の意義とその基本、日常的
な応急手当及び心肺蘇生法について
の課題を理解し、その解決を目指し
た活動を通して、知識及び技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
応急手当の意義とその基本、日常的
な応急手当及び心肺蘇生法に関連す
る内容について、知識を基に改善策
等を考え、的確に他者に伝えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
救命するには迅速な対応が必要であ
ることを理解し、授業内容を自分自
身に置き換えて学びを深めることが
できる。

・応急手当の意義とその基本
・日常的な応急手当
・心肺蘇生法
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・応急手当の意義とその基本についての理解を
深め、意義を説明し、傷病者の確認・観察ポイ
ントを説明できる。・日常的な応急手当及び心
肺蘇生法についての理解を深め、けがや熱中症
の手当及び心肺蘇生法の要点について説明した
り、実践したりすることができる。
【思考・判断・表現】
・応急手当の意義とその基本について、いくつ
かの事例を基に注意点等を考えることができ
る。・日常的な応急手当及び心肺蘇生法につい
て、要点を整理し他者に伝えたり、実践するこ
とができる。・習得した知識を基に、自分や家
族の健康について考え、表現することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・板書内容等を理解し、工夫して記録を残して
いる。・端末を活用し、テーマにそった調べ学
習に取り組める。・他者の意見を傾聴し、自分
の意見を再考しようとする。

〇 〇 〇

〇

〇

〇

3

5

F 現代社会と健康
【知識及び技能】
精神疾患の特徴や予防及び回復につ
いての課題を理解し、その解決を目
指した活動を通して、知識及び技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
精神疾患の特徴や予防及び回復に関
連する内容について、知識を基に改
善策等を考え、的確に他者に伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かな生活を営む態度を身に
付けるため、授業内容を自分自身に
置き換えて学びを深めることができ
る。

・精神疾患の特徴
・精神疾患の予防
・精神疾患からの回復
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・精神疾患の特徴や予防についての理解を深
め、発病の要因や予防策について説明でき
る。・精神疾患からの回復についての理解を深
め、治療や回復のために必要な社会環境につい
て例を挙げて説明することができる。
【思考・判断・表現】
・精神疾患の特徴や予防について、いくつかの
事例を基に生活上の注意点等を考えることがで
きる。・精神疾患からの回復について、治療や
支援及び社会環境の整備に関する要点を整理
し、新たな視点でまとめることができる。・習
得した知識を基に、自分や家族の健康について
考え、表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・板書内容等を理解し、工夫して記録を残して
いる。・端末を活用し、テーマにそった調べ学
習に取り組める。・他者の意見を傾聴し、自分
の意見を再考しよう

〇 〇 〇 3

D 現代社会と健康
【知識及び技能】
食事と健康及び休養や睡眠と健康に
ついての課題を理解し、その解決を
目指した活動を通して、知識及び技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
食事と健康および級とや睡眠と健康
に関連する内容について、知識を基
に改善策等を考え、的確に他者に伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かな生活を営む態度を身に
付けるため、授業内容を自分自身に
置き換えて学びを深めることができ
る。

〇 4

1

現代社会と健康
【知識及び技能】
現代の感染症、感染症の予防、性感
染症・エイズとその予防についての
課題を理解し、その解決を目指した
活動を通して、知識及び技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の感染症、感染症の予防、性感
染症・エイズとその予防に関連する
内容について、知識を基に改善策等
を考え、的確に他者に伝えることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
感染症への理解を実生活に活用し、
明るく豊かな生活を営む態度を身に
付けるため、授業内容を自分自身に
置き換えて学びを深めることができ
る。

・現代の感染症
・感染症の予防
・性感染症
・エイズとその予防
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・現代の感染症及び予防についての理解を深
め、感染と流行の要因やその分類、対策につい
て説明できる。・性感染症・エイズとその予防
についての理解を深め、ほかの感染症との違い
や対策について例を挙げて説明することができ
る。
【思考・判断・表現】
・現代の感染症及び予防について、いくつかの
事例を基に生活上の注意点等を考えることがで
きる。・性感染症・エイズとその予防につい
て、要点を整理し、新たな視点でまとめること
ができる。・習得した知識を基に、自分や家族
の健康について考え、表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・板書内容等を理解し、工夫して記録を残して
いる。・端末を活用し、テーマにそった調べ学
習に取り組める。・他者の意見を傾聴し、自分
の意見を再考しようとする。

〇 〇

E 現代社会と健康
【知識及び技能】喫煙や飲酒、薬物
乱用と健康についての課題を理解
し、その解決を目指した活動を通し
て、知識及び技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
喫煙や飲酒、薬物乱用と健康に関連
する内容について、知識を基に改善
策等を考え、的確に他者に伝えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
明るく豊かな生活を営む態度を身に
付けるため、授業内容を自分自身に
置き換えて学びを深めることができ
る。

・喫煙と健康・飲酒と健康
・薬物乱用と健康
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・喫煙及び飲酒と健康についての理解を深め、
喫煙や飲酒によって引き起こされる害や個人及
び社会的対策について説明できる。・薬物乱用
と健康についての理解を深め、薬物乱用の負の
影響について例を挙げて説明することができ
る。
【思考・判断・表現】
・喫煙及び飲酒と健康について、いくつかの事
例を基に生活上の注意点等を考えることができ
る。・薬物乱用と健康について、個人的対策や
社会的対策の要点を整理し、新たな視点でまと
めることができる。・習得した知識を基に、自
分や家族の健康について考え、表現することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・板書内容等を理解し、工夫して記録を残して
いる。・端末を活用し、テーマにそった調べ学
習に取り組める。・他者の意見を傾聴し、自分
の意見を再考しようと

〇 〇

・食事と健康
・休養・睡眠と健康
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・食事と健康についての理解を深め、健康的な
食事のとり方について説明できる。・休養及び
睡眠と健康についての理解を深め、適切な休養
のとり方や健康に良い睡眠のとり方について例
を挙げて説明することができる。
【思考・判断・表現】
・食事と健康について、自分の食生活を客観的
に振り返り健康的な改善策を考えることができ
る。・休養及び睡眠と健康について、自己の生
活習慣の課題に気づき、新たな視点でまとめる
ことができる。・習得した知識を基に、自分や
家族の健康について考え、表現することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・板書内容等を理解し、工夫して記録を残して
いる。・端末を活用し、テーマにそった調べ学
習に取り組める。・他者の意見を傾聴し、自分
の意見を再考しようとする。

〇 〇

定期考査

3

〇



後
期

H 現代社会と健康
【知識及び技能】
応急手当の意義とその基本、日常的
な応急手当及び心肺蘇生法について
の課題を理解し、その解決を目指し
た活動を通して、知識及び技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
応急手当の意義とその基本、日常的
な応急手当及び心肺蘇生法に関連す
る内容について、知識を基に改善策
等を考え、的確に他者に伝えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
救命するには迅速な対応が必要であ
ることを理解し、授業内容を自分自
身に置き換えて学びを深めることが
できる。

定期考査

・応急手当の意義とその基本
・日常的な応急手当
・心肺蘇生法
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・応急手当の意義とその基本についての理解を
深め、意義を説明し、傷病者の確認・観察ポイ
ントを説明できる。・日常的な応急手当及び心
肺蘇生法についての理解を深め、けがや熱中症
の手当及び心肺蘇生法の要点について説明した
り、実践したりすることができる。
【思考・判断・表現】
・応急手当の意義とその基本について、いくつ
かの事例を基に注意点等を考えることができ
る。・日常的な応急手当及び心肺蘇生法につい
て、要点を整理し他者に伝えたり、実践するこ
とができる。・習得した知識を基に、自分や家
族の健康について考え、表現することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・板書内容等を理解し、工夫して記録を残して
いる。・端末を活用し、テーマにそった調べ学
習に取り組める。・他者の意見を傾聴し、自分
の意見を再考しようとする。

〇 〇 〇 3

〇 〇 1

合計
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

知 思 態
配
当

時
数

単元の具体的な指導目標 評価規準

第4章
超高齢社会を共に生きる

後
期

第5章
共に生き，共に支える

前
期

第３章
子どもと共に育つ

【知識及び技能】
・食生活を取り巻く課題など，食と人との関
わりについて理解している。
・ライフステージの特徴や課題に着目し，健
康や環境に配慮した食生活について理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・主体的に食生活を営むことができるよう健
康に配慮した自己と家族の食事について問題
を見いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを根
拠に基づいて論理的に表現するなどして課題
を解決する力を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
・生涯を通して家族・家庭の生活を支える福
祉や社会的支援について理解している。
・家庭と地域との関わりについて理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・家庭や地域及び社会の一員としての自覚を
もち，様々な人々との関わり方について問題
を見いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを根
拠に基づいて論理的に表現するなどして課題
を解決する力を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】
食生活の改善に主体的に取り組み、実践しよ
うとしている。

【使用教材】
個人端末、プリント
【指導項目・内容】
 私たちの生活と福祉

【使用教材】
個人端末、プリント
【指導項目・内容】
食生活の課題について考える

○ ○ 10

39

○ ○ ○

○

合
計

【使用教材】
個人端末、プリント
【指導項目・内容】
・18歳成年
・ライフプラン

【使用教材】
個人端末、プリント
【指導項目・内容】
・消費生活と意思決定
・購入と契約
・多様化する支払い方法
・消費者の権利と責任

7

【知識及び技能】
・青年期の課題である自立について理解を深
めている。
・親の役割と保育について理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・子供の健やかな発達を支えるために，子供
との適切な関わり方について問題を見いだし
て課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて
論理的に表現するなどして課題を解決する力
を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】
・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築
に向けて，子供との関わりと保育・福祉につ
いて，課題の解決に主体的に取り組んだり，
振り返って改善したりして，地域社会に参画

○ ○ ○

【知識及び技能】
・高齢者を取り巻く社会環境の変化や課題に
ついて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・高齢者の自立生活を支えるために，高齢者
の心身の状況に応じた適切な支援の方法や関
わり方について問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現
するなどして課題を解決する力を身に付けて
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築
に向けて，高齢者との関わりと福祉につい
て，課題の解決に主体的に取り組んだり，振
り返って改善したりして，地域社会に参画し
ようとするとともに，生活文化を継承し，自
分や家庭，地域の生活の充実向上を図るため

○ ○ 12○

第6章
食生活をつくる

東京書籍　家庭総合　自立・共生・創造

家庭

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し、実践を評価・
改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解決する力を
養う。

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようするとともに、自分や家庭、地
域の生活を主体的に想像しようとする実践的な態度を養う。

家庭総合

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向
けて、地域社会に参画しようとするとともに、
生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の
充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し、より
よい社会の構築に向けて男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する。
人間の障害にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会との関わりに
ついて理解を深め、家庭・家族、衣食住、消費や環境などについて、生活を主体的に営むために必要な理解
を図るとともに、それらに関わる技能を身に付ける。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ために必要な科学的な理解を図るとともに、そ
れらに係る技能を体験的・総合的に身に付ける
ようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題
をみいだして課題を設定し、解決策を構想し、
実践を評価・改善し、考察したことを科学的な
根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を
見通して課題を解決する力を養う。

10

指導項目・内容

家庭総合家庭
家庭 家庭総合 2





年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

○ ○〇

・様々な演奏形態の音楽を鑑賞す
る。
・「オーケストラ曲」「独奏曲」
「歌曲」
・鑑賞カードに記入する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

○

○ ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

・主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む。
・音楽の感性を高め、その文化に親しみ音楽に
よって生活や社会を明るく豊かなものにしてい
く態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・音楽の構造や、その文化的・歴史的背景など
との関わりを理解する。
・音楽の多様性について理解し、創意工夫を生
かした音楽表現をするために必要な技能を身に
付ける。

・自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫
することができるようにする。
・音楽の良さや特徴を評価しながら、自ら味
わって聴くことができるようにする。

知

芸術 音楽Ⅰ 2

音楽１ Tutti+　教育出版

芸術

芸術とその表現について深く味わったり、創造的な表現をしようとすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心を培い、豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

音楽Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 10

〇 ○ ○

態

配
当
時
数

無伴奏混声四部合唱の響きを味わお
う。
【知識及び技能】言葉の特特性と曲
種に応じた発声とのかかわりについ
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】音楽
を形づくっている要素を知覚し、そ
れら感受しながら、歌唱表現を創意
工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】主体
的・協働的に取り組み音楽を愛好す
る心情を養う。

・アカペラ合唱の響きの特徴を捉
え全体の響きを意識して合唱す
る。
・読譜に必要な知識を身に付け
る。
・パ
・楽典学習プリント
・実技テスト ○

10

思

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

芸術に関する各科目の特質について理解し、表現するための技能を身につけようとする。

楽曲の特徴を捉え良さや美しさを感
じ
取ろう。
【知識及び技能】音楽の特徴と文化
的・歴史的背景、他の芸術との関わ
り
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】曲や
演奏に対する評価とその根拠につい
て考え、音楽のよさや美しさを味
わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】自分
や
社会にとっての音楽の意味や価値を
考

世界の芸術歌曲に親しもう
【知識及び技能】
言葉の特性と曲種に
応じた発声とのかかかわりについて
理解する。創意工夫を生かした歌唱
表現をするために必要な、他者との
調和を意識して歌う技能を身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し、それらの働きを
感受しながら、知覚したことと感受
したこととの関わりについて考え、
自己のイメージを持って歌唱表現を
創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に取り組み音楽を愛
好する心情を養う。

・イタリア歌曲・ドイツ歌曲・
シャンソン・日本歌曲を独唱や少
人数アンサンブルをする。
・個人実技テスト

ギター演奏に親しもう
【知識及び技能】
楽器の音色や奏法との関わりについ
て知り、ギターの特徴を生かして演
奏する。音楽を形作っている要素、
及び音楽に関する用語や記号などに
ついて音楽のおける働きと関わらせ
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形態の特徴を生かし、他者との
調和を意識して演奏する。
【学びに向かう力、人間性等】
他者との調和を意識し、主体的・協
働的に取り組み音楽を愛好する心情
を養う。

・クラシックギター、popsギター
音
楽を鑑賞する。
・「明日があるさコード弾き歌
い」「第三の男のテーマトリオ合
奏」
・個人実技テスト・発表会形式テ
スト

前
期

後
期

12

合
計

42

〇

【知識及び技能】
言葉の特性と曲種に応じた発声とのかかわり
について理解する。創意工夫を生かした歌唱
表現をするために必要な、他者との調和を意
識して歌う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同士の関連
を知覚し、それらの働きを感受しながら、近
くしたことと感受したこととの関わりについ
て考え、自己のイメージを持って歌唱表現を
創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に取り組んでいる。

10

○

【知識及び技能】
言葉の特性と合唱にふさわしい発声とのかか
わりについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を形づくっている要素や要素同士の関連
を知覚し、それらの働きを感受しながら、知
覚したことと感受したこととの関わりについ
て考え、自己のイメージを持って歌唱表現を
創意工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に合唱練習に取り組んでい
る。

【知識及び技能】
音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術
との関わりについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
曲や演奏に対する評価とその根拠について考
え、音楽のよさや美しさを味わって聴いてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分や社会にとっての音楽の意味や価値を考
え、自ら深く味わって聴いている。

【知識及び技能】
楽器の音色や奏法との関わりについて知り、
ギターの特徴を生かして演奏する。音楽を形
作っている要素、及び音楽に関する用語や記
号などについて音楽のおける働きと関わらせ
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
ギターアンサンブルの形態の特徴を生かし、
他者との調和を意識して演奏している。
【学びに向かう力、人間性等】
他者との調和を意識し、主体的・協働的に取
り組み音楽を愛好する心情を養う。

〇





年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

美術Ⅰ芸術

後
期

木工「カトラリー」箸やスプーンを
制作する
【知識及び技能】
意図に応じ材料の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
使用する画材の特質を理解し創造的
に表現する
【学びに向かう力、人間性等】
鑑賞や創造活動に主体的に取り組む

・チーク材で箸やスプーンを制作
する
・電動のこぎりや彫刻刀などの道
具を目的に応じて使う方法を覚え
る

〇

水彩　風景画
【知識及び技能】
水彩絵の具の特徴を生かした表現手
法を知り、身近な風景を使って色彩
で世界を表現する
【思考力、判断力、表現力等】
水彩の淡さを活かし、風景の中にあ
る色彩をつかみ取って的確に色を置
く
【学びに向かう力、人間性等】
絵具の奥深さを再認識すると共に、
目に映る世界から的確に色を捉える
ことを意識する

・水彩絵の具の基礎を学ぶ
・風景探し

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

静物デッサン・鉛筆
【知識及び技能】
鉛筆の特性を生かす
【思考力、判断力、表現力等】
形体を把握し創造的に表現する
【学びに向かう力、人間性等】
創造活動に主体的に取り組む

42

○ ○ 10

【知識及び技能】
風景の特徴をつかみ取り、的確な写生と自然
な色の重なりができているか
【思考力、判断力、表現力等】
風景の中の色を注意深く観察し、必要である
色を選び取って描写できているか
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

○

〇

【知識及び技能】
造形の要素の働きを理解している。意図に応
じて材料や用具の特性を生かしている。
【思考力、判断力、表現力等】
表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成
などについて考え構想を練っている
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に創造活動に取り組もうとしている

・鉛筆の使い方、鉛筆の性質や作
家の鉛筆デッサンを鑑賞し、実際
に鉛筆を削ることから始める。グ
ラデーション作成
・基本形態のデッサン、球体や円
柱、立方体を鉛筆デッサンする・
写真摸写

〇 〇 〇

10

合
計

10

【知識及び技能】
・段階的的な色の変化を表すためにアクリル
ガッシュ、筆の特性を生かし制作している。
・色彩の三要素（色相、明度、彩度）の働き
を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・制作を通して色彩について理解することを
意識し、条件、美しさを考えてテーマを生み
出している。
・色を組み合わせ、編み込むことによって生
まれる効果を考えながら表現を考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的にデザインの表現及び鑑賞の活動に
取り組んでいる。（振り返りシート、授業時
の様子及び発言）

○ ○ ○

○ ○ 12

思 態

配
当
時
数

前
期

グラデーションを編む
【知識及び技能】
・意図に応じて材料や用具の特性を
生かす。
・表現方法を創意工夫し、目的や
計画を基に創造的に表す。
【思考力、判断力、表現力等】
・目的や条件・美しさなどを考え、
主題を生成する。
・デザインの機能や効果、表現形式
の特性などについて考え、創造的な
表現の構想を練る。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的にデザインの表現及び鑑賞
の活動に取り組む。

・色彩の三要素（色相、明度、彩
度）について知る
・アクリルガッシュによる色相の
グラデーション、明度または彩度
のグラデーションの制作
・カッターナイフで短冊状に切る
・編み込んでフレームをつける
・鑑賞会 〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・造形的な視点についての理解を深めている
・創造的な表現するために必要な技能を身に付
け、意図に応じて表現方法を工夫して表現して
いる。

・造形的な美しさ、表現の意図と工夫、美術の
働きなどについて考えようとしている。
・主題を生成し発想や構想を練ったり、美術や
美術文化に対する見方や感じ方を深めたりして
いる。

美術１　光村出版

芸術

芸術とその表現について深く味わったり、創造的な表現をしようとすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心を培い、豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

美術作品や美術文化との関わりについて、主体
的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとし
ている。

芸術に関する各科目の特質について理解し、表現するための技能を身につけようとする。

美術Ⅰ





年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

2

・書の良さや奥深さを認識し、学んだ内容を諸
活動の中で活用しようとする態度や、書を通じ
て養った感性を持った人間性を育む。

・書の創造的な諸活動(知識・表現・鑑賞)を通
し、書の歴史・文化と現代的な意義について理
解を深める。
・漢字や仮名の成り立ちを理解し、文字と書の
変遷について理解を深める。

・書写能力と表現力への理解を深めると共に、
書の創造的な諸活動を通じて、考察する力や表
現をする力を身につける。

書道Ⅰ　東京書籍

芸術

芸術とその表現について深く味わったり、創造的な表現をしようとすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心を培い、豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

芸術に関する各科目の特質について理解し、表現するための技能を身につけようとする。【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

10

12

○ ○

【知】
臨書を通して唐の四大家の楷書作品の字形や
線質・点画の特徴を理解し、それを表現する
ための用筆・運筆の技法を理解している。
【思】
鑑賞を通して唐の四大家の楷書作品の書風と
それを形成する表現の要素を理解し、臨書に
生かしている。
【学】
唐の四大家の楷書作品に関心を持ち、その美
を味わおうとしている。

○ ○

【知】
「高野切第三種」の臨書を通して、平仮名・
変体仮名の字形や線質、連綿の法則を理解
し、それを表現するための用筆・運筆の技法
を理解している。
【思】
鑑賞を通して、平仮名の字形や線質、変体仮
名の多様性を理解し、臨書に生かしている。
【学】
仮名に関心をもち、典型的な古典作品である
「高野切第三種」の美しさを味わおうとして
いる。

○ 14

○ ○

【知】
・芸術科書道で学習することを理解してい
る。
・小・中学校国語科書写で学習した内容を理
解している。
【思】
国語科書写で学習した楷書の用筆を理解して
いる。
【学】
・高校書道での学習を主体的に取り組んでい
こうとする態度を養っている。小・中学校書
写で学習した内容を主体的に振りかえってい
る。

○

評価規準 知 思 態

・漢字仮名交じりの書の特徴を理
解する。
・漢字仮名交じりの書の作例を鑑
賞し、漢字と仮名の調和や自由な
紙面構成などの表現の特徴を確認
する。
・試作を重ね、表現を工夫し、作
品を仕上げる。

〇

前
期

後
期

○

○ ○

仮名の書
【知識及び技能】
　古典に基づく基本的な用筆・運
筆、線質を生かした表現
【思考力、判断力、表現力等】
　古典の書風に即した用筆・運筆、
字形、全体の構成
【学びに向かう力、人間性等】
　仮名の書のよさや美しさを感受
し、主体的に仮名の書の幅広い表
現・鑑賞の学習に取り組む

漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
　漢字と仮名の調和した線質による
表現と目的や用途に即した効果的な
表現
【思考力、判断力、表現力等】
　漢字と仮名の調和した字形、文字
の大きさ、全体の構成と意図に基づ
いた表現
【学びに向かう力、人間性等】
　書のよさや美しさを感受し、主体
的に幅広い表現・鑑賞の学習に取り
組む

 ・楷書の用筆、運筆、結構や字形
の取り方について理解し、技法を
習得する。
・古典を臨書する意義について理
解する。
・唐の四大家の楷書作品の臨書か
ら書風違いを理解し、技法を習得
する。

〇 〇

書道で学習すること
書写から書道へ
【知識及び技能】
　用具・用材の特徴と表現効果との
関わりと、用筆・運筆から生み出さ
れる書の表現性
【思考力、判断力、表現力等】
　生活や社会社会における書の効用
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に高校書道の幅広い表現の
学習に取り組む

○

6

合
計

42

書道Ⅰ芸術

〇

【知】
漢字仮名交じりの書の特徴を理解している。
【思】
表現のねらいを明確に定め、古典や古筆の学
習を通して習得した知識・技能を生かした構
想を練っている。創作した作品を互いに鑑賞
し、批評し合うことで、表現の意図と技法の
効果について工夫している。
【学】
漢字仮名交じりの書の創作に関心をもち、主
体的に取り組んでいる。

○

〇

〇

配
当
時
数

表現

鑑
賞

〇

漢字の書
楷書
【知識及び技能】
　書風と古典に基づく基本的な用
筆・運筆
【思考力、判断力、表現力等】
　古典の書体や書風に即した用筆・
運筆、字形、全体の構成について構
想・工夫
【学びに向かう力、人間性等】
　楷書のよさや美しさを感受し、主
体的に楷書の幅広い表現・鑑賞の学
習に取り組む

・書道の三分野（漢字の書・仮名
の書・漢字仮名交じりの書）と、
臨書・鑑賞・創作という学習方法
があることを理解する。
・小・中学校国語科書写と高校書
道の学習の違いを理解する。
・国語科書写で学習した内容（筆
使い・字形など）を確認する。

 ・仮名の成立について理解する。
・仮名の基本的な用筆・運筆を理
解し、習得する。
・平仮名の字源を知り、正確に字
形を捉える。
・変体仮名について理解する。
・「高野切第三種」を鑑賞し、典
型的な仮名の美を感じ取る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

芸術 書道Ⅰ



情報 科目 情報Ⅰ
単位数： 2 単位

1 学年 A 組

（ ）

知

○

○

○

年間授業計画  新様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科

教  科： 情報 科  目： 情報Ⅰ

対象学年組：第 組～

使用教科書：

教科 情報 の目標： 問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用するための知識および技能を身に付け、実際に活用する力を養うと
ともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

【 知  識  及  び  技  能 】 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との関わりについての理
解を深めるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

科目 情報Ⅰ の目標： 問題の発見・解決に向けて、事象を情報とその結び付きの視点から捉え、情報技術を適切かつ効果的に活用する力を育む。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの
活用について理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と
人との関わりについて理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決
に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的
に参画する態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

前
期

B データの活用
【知識及び技能】
データを表現、蓄積するための表し方と、
データを収集、整理、分析する方法について
理解し技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
データの収集、整理、分析及び結果の表現の
方法を適切に選択し、実行し、評価し改善す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の発見・解決にデータを活用するため
に、適切なデータの選択 や、分析の仕方、
解釈の仕方について、粘り強く取り組み、試
行錯誤を通じて改善しようとしている。

・表計算ソフトの活用
・プレゼンテーションソフトの活用
・情報量の計算
・文字コードの成り立ち
（教育的効果の観点から、一人１台端末の活
用ではなく、CALL教室のパソコンを一人１台
使用）

【知識・技能】

データの内容や形式を踏まえて、その収集⽅法を理解する

とともに技能を⾝に付けている。

【思考・判断・表現】
必要なデータの収集について、選択、判断 し、それに応じ
て適切なデータの整理や変換の

⽅法を判断することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

問題の発⾒・解決にデータを活⽤するため に、適切なデー

タの選択や、分析の仕⽅、解釈の仕⽅について、粘り強く

取り組み、試⾏錯誤を通じて改善しようとしている。

B データの活用
【知識及び技能】
データを表現、蓄積するための表し方と、
データを収集、整理、分析する方法について
理解し技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
データの収集、整理、分析及び結果の表現の
方法を適切に選択し、実行し、評価し改善す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
問題の発見・解決にデータを活用するため
に、適切なデータの選択 や、分析の仕方、
解釈の仕方について、粘り強く取り組み、試
行錯誤を通じて改善しようとしている。

・表計算ソフトの活用
・プレゼンテーションソフトの活用
・情報量の計算
・文字コードの成り立ち
（教育的効果の観点から、一人１台端末の活
用ではなく、CALL教室のパソコンを一人１台
使用）

【知識・技能】

データの内容や形式を踏まえて、その収集⽅法を理解する

とともに技能を⾝に付けている。

【思考・判断・表現】
必要なデータの収集について、選択、判断 し、それに応じ
て適切なデータの整理や変換の

⽅法を判断することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

問題の発⾒・解決にデータを活⽤するため に、適切なデー

タの選択や、分析の仕⽅、解釈の仕⽅について、粘り強く

取り組み、試⾏錯誤を通じて改善しようとしている。

定期考査



思 態 配当時
数

○ ○ 18

○ ○ 9

○ 1

年間授業計画  新様式

問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用するための知識および技能を身に付け、実際に活用する力を養うと
ともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との関わりについての理
解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

問題の発見・解決に向けて、事象を情報とその結び付きの視点から捉え、情報技術を適切かつ効果的に活用する力を育む。

【学びに向かう力、人間性等】

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的
に参画する態度を養う。


